








1.緒言 

 交通機関の発達に伴い,小児の自動車などによる交通事故も増加し,小児における主要死

因の 1つとなっている。このような不慮の事故予防を目的とし,小児の物事を認知する能力

に注目し,今回著者らは,成長に伴う小児の高次認知機能の変化を客観的に評価するため

に,Key 押しによる弁別反応時間課題を用いて,事象関連電位(P-300)を測定し検討した。 


